
●子供をもつ女性(25～44歳)を対象にアンケート調査

（３）首都圏における女性の働き方 （４）首都圏につくる水と緑と生き物の環
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専業主婦 既婚有業

・安全に遊べる公園等の整
備

・生き物とふれあえる自然
環境の保全･整備

・バリアフリーのまちづく
り

・子供連れに配慮した公共
交通機関の整備

・外出先でのオムツ替え等
設備の整備

・子育てに配慮した居住環
境の整備

・子どもが安全に過ごせる
防犯のまちづくり

・その他

・無回答

【問：子育てしながら働く際に重要と考えるまちづくり】

 

 

転職したこ
とがある
44.7%

転職したこと
はない 37.2%

結婚・出産以外を
機に転職 16.6%

無回答
1.6%

【問：結婚・出産を機に転職した経験
　　　(既婚有業女性)　】

（ｎ＝772）

（345人）

専業主婦

既婚有業女性

水と緑の重点形成軸

保全すべき自然環境(ゾー

ン)

保全すべき自然環境(河川)

水と緑の基本軸、水と緑の
基本エリア

(参考)現状において自然と
のふれあいの乏しい地域

首都圏の都市環境
インフラの将来像

●首都圏の都市環境インフラのグランドデザインを策定
 （都市再生プロジェクト）　
●「首都圏の都市環境インフラの将来像」として、行政、市民等の
多様な関係主体が共有し、目指すべき自然環境の保全、再生、

●地域における取組の例　
　「保全すべき自然環境」の一
つである三浦半島ゾーンでは
国、県、ＮＰＯでワーキング
グループを構成し、海辺と陸
域の緑の連続性を確保し、自
然の豊かな恵みを活用してい
く方針を決定。

三浦半島大楠山上空

三浦半島大楠山上空

資料：神奈川県 

創出の考え方及び施策や
取組の方向性を提示。

＜水と緑の重点形成軸＞
　将来に向けてネットワーク経路形成を図るため重点的に施策を講じるところ
＜保全すべき自然環境（ゾーン及び河川）＞
　現状で残された貴重な自然環境であり、将来にわたって水と緑のネットワークの中枢拠点となるところ
＜水と緑の基本軸、水と緑の基本エリア＞
　現状で水と緑のネットワーク経路が線状もしくは面的にまとまったものであり、それらが有する機能の維持、
強化、充実を図っていくところ。

●既婚有業女性では約45％の女性が

結婚・出産を機に転職。
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・その他

・職場の家事や子育ての両立へ
の不理解

・職場が遠かった

・就労時間が長かった

・仕事の内容がきつかった

・職場に育児支援の制度がな
かった

・地域に十分な保育支援がな
かった

・まわりに子持ちで働いている
女性がなかった
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（ｎ＝345）

【問：転職の理由(既婚有業女性)】

●転職の理由としては「職場

が遠かった」が多いことか

ら、職住近接の実現が必

要。

●子育てしながら働く際に重

要と考えるまちづくりは、

　「子供が安全に過ごせる防

犯のまちづくり」、「子供

が安全に遊べる公園等の整

備」等が重要との回答。

わ


